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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人

日本コンクリート工学会（JCI）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，

日本産業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS A 

1154:2012 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 A 1154：2020 
 

硬化コンクリート中に含まれる 

塩化物イオンの試験方法 

Methods of test for chloride ion content in hardened concrete 

 

1 適用範囲 

この規格は，硬化コンクリート中の，硝酸で抽出される塩化物イオンの試験方法について規定する 1)。 

なお，技術上重要な改正に関する旧規格との対照を附属書 C に記載する。 

注記 硬化コンクリートに含まれる塩化物イオンを，50 ℃の温水に抽出し，分析する方法もある（附

属書 B 参照）。 

注 1) 硝酸で抽出される塩化物イオンは，硬化コンクリートに含まれる塩化物イオンの全量と考えら

れている。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水 

JIS K 8005 容量分析用標準物質 

JIS K 8102 エタノール（95）（試薬） 

JIS K 8230 過酸化水素（試薬） 

JIS K 8541 硝酸（試薬） 

JIS K 8550 硝酸銀（試薬） 

JIS K 8617 炭酸カルシウム（試薬） 

JIS K 8646 デキストリン水和物（試薬） 

JIS K 8830 ウラニン（試薬） 

JIS K 8982 硫酸アンモニウム鉄（III）・12 水（試薬） 

JIS P 3801 ろ紙（化学分析用） 

JIS R 1301 化学分析用磁器るつぼ 

JIS R 1302 化学分析用磁器蒸発ざら 

JIS R 3503 化学分析用ガラス器具 

JIS R 3505 ガラス製体積計 

JIS Z 0701 包装用シリカゲル乾燥剤 


